
「社会教育の力と地域づくり」講座

社会教育士・社会教育委員等パワーアップ研修①

〈受講者アンケートから〉

●受講した感想

・社会教育の担う内容の広さ、深さをあらためて実感しました。（公民館職員）

・共生社会づくりにつながる具体的な事例を通して学ぶことができた。（市町村職員）

・自分の立場でなら何ができるかを考えることができた。（県・国職員）

●改めて課題だと感じたこと、これから考えていきたいこと

・行政としての横のつながり。行政と地域のつながり。（市町村職員)

・地域、行政、公民館等、固定化されている傾向を見直せる方向に。（公民館職員）

・住民が主となって始めたことに、どう他の住民を巻き込み広げていくか。（諸団体）

地域づくり推進研修 令和5年(2023年)8月7日(月)

社会教育士・社会教育委員等を対象とした専門性の力量アップ研修の第1回目として、今
回は特に女性活躍、男女協働参画、性の多様性等をテーマに、社会教育の機能や期待される
役割、そして社会教育の持つ「力」について学びました。学びました。 (受講者数 21名)

松本大学総合経営学部准教授
向井 健 氏

講 義

今求められる社会教育の機能と役割

そして社会教育の力

事例報告① 安曇野市の男女共同参画、性の多様性の取り組み

事例報告② 駒ケ根市赤穂公民館の男女共生、女性活躍の取り組み
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